
公益財団法人 文字・活字文化推進機構

NEWS LETTER
2022年1月28日

日
第5号

大寒に入り寒さが身にしみるこの頃でございますが、皆様におかれましてはお変わりなくご健勝のことと存じます。
本年もよろしくお願いいたします。

オンラインシンポジウム「教育の急激なデジタル化の問題を考える」を配信中で

す。このシンポジウムは2部構成となっており、第1部は『デジタル馬鹿』（花伝

社）の著者でフランス国立衛生医学研究所所⾧のミシェル・デミュルジェさんの

講演、第2部は東京大学大学院教授の酒井邦嘉さんと国際ジャーナリストの

堤未果さんの対談です。2月中旬ごろまでの期間限定公開です。動画再生

回数は6万回を超え、この問題への関心の高さが伺えます。今後も当機構で

は教育のデジタル化への提言を行っていきます。

【公開中】オンラインシンポジウム「教育の急激なデジタル化の問題を考える」

読書バリアフリーオンライン講座「映像で知る!多様な読書方法」を収録し、

当機構のYouTubeチャンネルで公開しています。講師は、愛知教育大学教

育科学系特別支援教育講座准教授・相羽大輔さん。先天性弱視の当事

者としての立場も踏まえて、 ICT （情報通信技術）を活用した読書サポ―

トをテーマにお話いただきました。読書バリアフリー法の成立までの流れや、

【公開中】 読書バリアフリーオンライン講座「映像で知る!多様な読書方法～」

【公開中】「最強”読書脳”決定戦!解く!TALK!」参加者インタビュー映像
高校生への読書推進を目的として2021年10月に実施した「最強”読書脳”

決定戦!解く!TALK!」の参加者インタビュー映像を、当機構のYouTube

チャンネルで公開中です。このイベントで感じた読書の魅力や重要性を、参加

高校生が直接語る他、東大卒のお笑いコンビ・あかもんさんからも高校生への

メッセージをいただきました。動画は2022年3月末まで公開予定です。

▶ご視聴はこちらから
https://www.mojikatsuji.or.jp/news/2021/11/22/5204/
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▶ご視聴はこちらから
https://www.mojikatsuji.or.jp/news/2021/12/31/5370/

▶ご視聴はこちらから
https://www.mojikatsuji.or.jp/news/2021/09/17/4909/

デジタル教科書、一般書を読むための支援ツール・サービスの数々、オンラインでの対面朗読の様子などを、

事例映像とともに具体的に知ることができます! 本講座は、2021年9月5日に実施したオンラインシンポジ

ウム「あなたも読書サポーター!本と多様な立場の読者を繋ぐために」とも結びつく企画となっています。ぜひ、

あわせてご覧ください。
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【実施報告】読書活動推進フォーラム「読書で広がる世界」アーカイブ配信も!

2021年12月26日、国立オリンピック記念青少年総合センターにて「読書で

広がる世界」をテーマに、講演会・シンポジウムを開催しました。幅広い層を対

象に、第一部では作家の柳田邦男さんが絵本や読書の魅力とともに読書推

進のあり方を語り、第二部では日本国内外で活躍してきた多元的な視点をも

つ著名人らが、自身の読書体験や子どもの読書について語り合いました。新型

コロナウイルス感染症対策の徹底のもと、約250名の来場者が聴講し、盛会

のうちに終了しました。遠方の方や開催当日に都合がつかなかった方、様々な

事情で現地参加が難しい方々に向け、当機構のYouTubeチャンネルで収録

映像の配信も行い、一層の普及を行う予定です。公開は2月上旬頃、当機

構ホームページ等でご案内いたします。

【実施報告】「朗読指導者養成講座」（第6期）カリキュラムを再開

2022年1月14日に第6期「朗読指導者養成講座」の第4回目を実施しまし

た。今期も山根基世さん（アナウンサー、当機構評議員）を講師に、30名の

受講生が朗読活動の基本を学んでいます。新型コロナウイルス感染症の影響

により、昨年8月以降休講が続いていましたが、講座の終了予定を2022年3

月から2022年9月へ延⾧し、カリキュラムの変更を行いました。今後は感染状

況をみながら、オンライン参加を交えつつ実施して参ります。

第二部のパネリストそれぞれのオススメ本

◆ヤマザキマリさん（漫画家・文筆家）

『けものたちは故郷をめざす』安部公房/新潮社

『祖国地球 人類はどこへ向かうのか』 エドガール ・モラン/法政大学出版局

『マラケシュの声 ある旅のあとの断想』 エリアス・カネッティ/法政大学出版局

◆秋田喜代美さん（学習院大学教授・文字・活字文化推進機構評議員）

『超一流になるのは才能か努力か』 アンダース・エリクソン/文藝春秋

『子どもの本で平和をつくる』 キャシー・スティンソン/小学館

『いのる』 ⾧倉洋海/アリス館

◆サンキュータツオさん（学者芸人）

『名文』 中村明/筑摩書房

『人間たちの話』 柞刈湯葉/早川書房

『暗渠パラダイス!』 髙山英男、吉村生/朝日新聞出版


